





































































































                                                                
2 本稿では、音声発話におけるフィラーはそのままフィラーとして、文字によって書かれるフィ
ラー的要素は括弧を付けた「フィラー」として、書き分けることにする。 






























                                                                
3 フィラーと見なされる語群と品詞としての感動詞がどの程度重なるかについては先行研究によ
って立場が分かれる。この点に関して、本稿では必ずしも感動詞のみがフィラーとは考えない立



















































































を調査するにあたり、若者同士の LINE上の雑談 36件（計 4524発信／4824文5）とア
メーバブログ（http:ameblo.jp/）における若者による記事 200件（計 3841文）を扱う。 






ては 2016年 9月 1日から 10月 31日にかけて、ハッシュタグ「大学生」を付けて更新
された記事の収集を行った。収集の際にハッシュタグを利用した理由として、元とな
るブログの重複を避け、書き手の多様性を確保できることが挙げられる。なお、記事




















半～後半の若者によるもの」「友人同士の雑談」「40 分以上 60 分未満のもの」とい
う 3 点の条件を設けた上、合致する談話をデータセットにおいてあらかじめ割り振ら
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(4)（芸能タレントの契約終了を伝えるサイトへのURLが提示されたことに対して） 






























































                                                                
10 コーパス上の実際の会話において、フィラーの前後に句点が用いられる表記がなされている場
合は、文脈から、その直前の文末あるいは直後の文頭に割り振る。 





 調査結果は表 1から表 4の通りである。 
 



























あ 18 9 0 0 0  あ 242 96 53 0 1 
え 36 3 0 1 0  う 1 0 0 0 0 
お 3 1 0 0 0  え 113 40 18 0 9 
あ  ー 27 2 0 0 0  お 3 2 1 0 0 
え  ー 10 4 0 0 0  あ  ー 192 24 23 2 2 
お  ー 11 3 2 0 0  う  ー 3 0 0 0 1 
えーと 2 0 0 0 0  え  ー 56 9 12 1 1 
こう 1 0 1 0 0  お  ー 5 1 1 0 0 
あの 0 1 0 0 0  えーと 7 5 16 0 2 
なんか 21 9 4 0 0  こう 9 13 185 6 12 
ね  ー 6 6 0 0 1  そう 17 23 21 2 6 
いや  ー 1 1 1 0 0  この 0 0 9 0 1 
うん 3 1 0 1 5  その 2 11 86 0 4 
まあ 28 20 5 0 0  あの 41 58 169 0 6 
もう 3 3 4 0 0  なんか 129 138 488 15 37 
うーん 11 2 0 0 0  ね  ー 38 18 26 3 7 
は  ー 1 0 0 0 1  いや  ー 20 9 2 0 1 
へ  ー 2 0 0 0 0  はい 1 5 0 0 3 
ほう 7 0 0 0 0  うん 47 39 61 42 61 
あれ 2 1 0 0 0  ふん 51 4 3 6 9 
計 193 66 17 2 7  まあ 40 48 99 0 1 
       もう 52 36 111 7 29 
       ほら 9 5 19 0 2 
       うーん 184 26 23 9 21 
       は  ー 19 5 3 0 2 
       へ  ー 45 3 1 2 10 
       ほう 2 0 0 0 0 
       あれ 22 12 21 4 1 
       計 1350 630 1451 99 229 
電子媒体における「フィラー」（落合哉人） 



















あ 5 4 0  あ 93 55 0 
え 0 1 0  う 2 1 0 
あ  ー 2 2 0  え 59 29 0 
え  ー 3 0 2  お 60 20 0 
えーと 0 1 0  あ  ー 78 42 0 
そう 4 0 0  う  ー 1 0 0 
なんか 10 4 0  え  ー 126 221 0 
いや  ー 8 0 0  お  ー 55 32 0 
はい 4 0 2  えーと 19 24 0 
うん 1 1 1  こう 2 15 0 
まあ 40 7 0  そう 0 4 0 
もう 5 0 0  この 7 20 2 
ほら 1 0 0  その 1 10 0 
うーん 6 2 0  あの 14 72 0 
は  ー 2 0 0  なんか 42 59 1 
ほう 1 1 0  ね  ー 15 8 7 
あれ 2 0 0  いや  ー 17 6 0 
計 94 23 5  はい 69 17 62 
     うん 21 7 20 
     ほん 1 0 0 
     ふん 3 1 0 
     まあ 100 193 2 
     もう 30 44 5 
     ほら 5 3 1 
     うーん 23 7 1 
     は  ー 18 3 0 
     へ  ー 4 0 0 
     ほう 9 0 1 
     あれ 24 5 2 
     計 898 898 104 
 
 調査の結果、本稿で扱った LINE上の発信では 4824文から 20種類（のべ 285語）、
ブログ上の発信では3841文から17種類（のべ122語）の「フィラー」が確認された。
一方で、実際の会話では 12049文から 28種類（のべ 3759語）、実況動画では 3968文
から 29 種類（のべ 1900 語）のフィラーが確認された。総文数あたりの出現頻度は
LINEで 5.9%、ブログで 3.2%、実際の会話で 31.2%、実況動画で 47.9%である。 
 











「こう」が 2例確認されたほか、ブログにおいて「そう」が 4例確認されたのみ）。 
 出現が確認された各フィラー（「フィラー」）の出現数全体に占める割合のうち、
上位 5語を表 6にまとめる。 
 
表 6 電子媒体及び実際場面における語ごとの割合* 
LINE 実際の会話 ブログ 実況動画 
語 割合 語 割合 語 割合 語 割合 
まあ 18.6% なんか 21.5% まあ 38.5% え  ー 18.3% 
え 14.0% あ 10.4% なんか 11.5% まあ 15.5% 
なんか 11.9% あの 7.3% あ 7.4% あ 7.8% 
あ  ー 10.2% うーん 7.0% いや  ー 6.6% はい 7.8% 
あ 9.5% うん 6.7% うーん 6.6% あ  ー 6.3% 















表 7 電子媒体及び実際場面における位置ごとのフィラー（「フィラー」）の割合* 
 発話頭 文頭 文中 文末 発話末 
LINE 67.7% 23.2% 6.0% 0.7% 2.5% 
実際の会話 35.9% 16.8% 38.6% 2.6% 6.1% 
ブログ  77.0% 18.9% 4.1%  
実況動画  47.3% 47.3% 5.5%  




















形ですかね(?) （【接続助詞の直後】／ブログ, 116） 
 
                                                                
11 (8)におけるここでの言及はしばらくやりとりに間が生じていたことに対するものである。 








A：やっぱり～ってえっ？ （LINE, 016） 
(11)（共通の知人 OがOの後輩に食事の誘いを断られたことについて） 
B：（Oの Twitterにおける発言を写したスクリーンショット） 

































気になるんだけど！！ （LINE, 009） 
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B：まあゲームは仕方ない スマホ人気が強すぎる 
















 また、本稿の調査では LINE における「フィラー」の出現位置として発話頭の次に
数の多い文頭においても、多くの例で発話頭同様の特徴が観察された。2000 年代以前
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A：まあ、熱い先生だからありがたいよ （【譲歩】／LINE, 026） 
(24)（授業の履修について） 
A：私は卒業できるギリギリを狙おうかな 

















































にしていただけると有難いっす…笑 （【「あの」の出現例】／LINE, 028） 
(29)（最近遊んでいたゲームについて） 
何が”濃い”って、まずダンジョン。 
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